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昭和
55年

1980

横
浜
市
関
係

４
―
市
、
「
私
か
考
え
る
二
十
一
世
紀
の
ヨ
コ

ハ
マ
」
優
秀
賞
一
五
編
、
努
力
賞
二
編
発
表

６
―
市
公
害
対
策
審
議
会
が
、
合
成
洗
剤
部
会

の
設
置
決
定
。
委
員
七
人

７
―
横
浜
駅
東
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
「
横
浜
ル

ミ
ネ
」
と
地
下
街
「
ポ
ル
タ
」
オ
ー
プ
ン
。
自

由
通
路
一
二
・
五
m
が
部
分
開
通
。
▽
Ｙ
ｃ
Ａ

Ｔ
～
成
田
間
の
リ
ム
ジ
ン
、
、
ハ
ス
乗
客
一
〇
万
人

突
破
。
一
ヵ
月
平
均
九
、
〇
〇
〇
人

8
―
初
の
ヨ
コ
ハ
マ
農
業
祭
開
催
（
～
９
）

1
1
―
横
浜
市
金
沢
埋
立
地
内
工
業
団
地
移
転
事

業
所
選
考
審
議
会
、
四
一
三
社
の
進
出
内
定
。

▽
横
浜
地
検
、
下
水
道
汚
職
の
市
職
員
を
収
賄

罪
で
起
訴

1
4
―
市
防
災
会
議
、
市
の
東
海
地
震
対
策
決
定

1
5
―
第
二
九
回
横
浜
文
化
賞
贈
呈
式
。
▽
市
、

下
水
道
汚
職
で
職
員
を
懲
戒
免
職
。
市
長
ら
四

人
減
給
処
分

1
8
―
市
、
都
心
臨
海
部
総
合
整
備
計
画
の
基
本

計
画
を
市
会
第
一
常
任
委
に
提
示

1
9
―
横
浜
市
国
際
障
害
者
年
推
進
協
議
会
設
立

2
0
―
瀬
谷
地
区
セ
ソ
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。
市
内
一

一
番
目
。
▽
県
都
市
計
画
審
議
会
、
長
浜
公
園

富
岡
八
幡
公
園
な
ど
二
八
件
を
原
案
通
り
決
ま

2
1
―
第
四
回
六
都
県
市
首
脳
会
議
、
千
葉
市
で

開
催
。
▽
市
消
防
局
と
東
京
ガ
ス
、
緊
急
し
ゃ

断
弁
開
閉
等
の
都
市
ガ
ス
災
害
業
務
協
約
調
印

2
2
―
市
少
年
自
然
の
家
「
南
伊
豆
臨
海
学
園
」

１
―
平
塚
駅
西
口
に
「
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
ー
ポ
ー
ト
」
オ
ー
プ
ン
。
４
―

巨
人
の
王
選
手
引
退
。
５
―
米
大
統

領
選
、
レ
ー
ガ
ン
氏
当
選
。
▽
県
内

企
業
ト
ッ
プ
と
知
事
と
の
「
産
業
別

懇
談
会
」
開
く
。
６
―
公
定
歩
合
一

％
引
き
下
げ
七
・
二
五
％
に
。
▽
愛

媛
県
選
管
、
昨
年
八
月
の
伊
予
三
島

市
長
選
無
効
の
裁
決
。
７
―
県
労
働

部
調
査
に
よ
る
と
、
県
内
民
間
事
業

所
の
月
平
均
賃
金
は
二
二
万
五
、
八

四
〇
円
。
1
2
―
中
央
省
庁
出
先
ブ
ロ

ッ
ク
機
関
の
総
廃
合
を
内
容
と
す
る

地
方
支
分
部
局
整
理
法
案
成
立
。
1
3

―
都
港
湾
審
議
会
、
東
京
港
の
基
本

的
在
り
方
に
つ
い
て
中
間
報
告
。
羽

田
空
港
沖
合
移
転
な
ど
。
1
4
1
自
転

車
駐
車
場
法
成
立
。
国
が
瞥
備
費
用

の
一
部
負
担
。
▽
農
住
組
合
法
成
立
。

1
5
―
生
活
環
境
審
議
会
廃
棄
物
処
班

部
会
「
大
都
市
圏
に
お
け
る
廃
棄
物

の
広
域
的
処
理
に
つ
い
て
」
厚
相
に

答
申
。
1
9
―
県
・
国
鉄
輸
送
対
策
租

談
会
初
会
合
。
2
0
―
栃
木
県
川
池
辺

泉
で
ホ
テ
ル
全
焼
、
四
五
人
焼
死
。

▽
藤
沢
市
で
、
合
成
洗
剤
追
放
を
市

め
る
市
民
団
体
が
直
接
請
求
。
▽
畜

京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
各
都
皿

と
国
土
庁
が
「
利
根
川
、
荒
川
水
互

水
利
用
合
理
化
検
討
会
」
初
会
合
。

2
3
―
川
崎
市
情
報
公
開
条
例
制
定
い

自
治
体
・
国
・
社
会

一
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横
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関
係

オ
ー
プ
ン
。
▽
外
人
墓
地
、
補
修
費
を
集
め
る

た
め
一
般
公
開
。
一
〇
年
ぶ
り

2
7
―
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
起
工
式
。
▽
市
、
総

額
一
二
六
億
八
、
八
〇
〇
万
円
の
十
二
月
補
正

予
算
案
発
表

2
8
―
赤
い
靴
児
童
文
化
大
賞
・
特
別
賞
授
賞
式

2
9
―
神
奈
川
区
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
型
モ
デ
ル
商
店
街
第
一
号
松
本
三
番
街
誕
生

3
0
―
市
内
五
番
目
の
ゴ
ミ
焼
却
場
、
保
土
ヶ
谷

工
場
操
業
開
始

１
―
市
推
薦
の
民
生
委
員
の
う
ち
、
七
五
歳
以

上
の
人
、
高
齢
に
よ
り
厚
生
省
が
差
し
戻
し

３
―
野
外
音
楽
堂
を
つ
く
る
会
、
市
会
議
長
へ

七
千
人
の
署
名
添
え
陳
情

４
―
市
会
十
二
月
定
例
会
始
ま
る
（
ﾍ
1
8
）

５
―
明
治
学
院
大
学
の
戸
塚
進
出
計
画
で
、
環

境
ア
セ
ス
の
準
備
書
縦
覧
公
告

７
―
神
奈
川
区
民
音
楽
祭
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
（
区
・
実
行
委
主
催
）
開
催

８
―
交
通
局
、
市
営
バ
ス
利
用
客
の
流
動
実
態

調
査
結
果
発
表
。
四
十
七
年
比
で
一
二
・
五
％

利
用
客
減
少
。
▽
(
財
)
横
浜
野
球
友
の
会
設
立

1
0
―
建
築
局
、
全
国
初
の
市
街
化
調
整
区
域
内

違
反
建
築
悪
質
業
者
リ
ス
ト
公
開
。
二
八
五
件

1
2
―
国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
、
南
区
清
水

ケ
丘
の
横
浜
国
大
跡
地
の
市
へ
払
い
下
げ
決
定

1
6
―
末
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。
市
内
一

自
治
体
・
国
・
社
会

関
す
る
市
民
、
市
職
員
意
識
調
査
に

よ
る
と
、
市
職
員
で
積
極
推
進
三
〇

・
六
％
。
2
5
―
千
葉
県
、
出
先
機
関

に
五
十
六
年
度
か
ら
三
一
三
項
目
の

権
限
委
譲
と
発
表
。
2
7
―
電
々
公
社
、

深
夜
料
金
制
度
新
設
実
施
。
▽
8
0
地

方
の
時
代
映
像
祭
、
県
と
川
崎
市
の

共
催
（
～
2
9
）
。
2
8
―
蔵
相
、
五
十
七

年
か
ら
五
百
円
硬
貨
発
行
と
発
表
。

2
9
1
川
崎
市
高
津
区
で
会
社
員
夫
婦

惨
殺
。
二
男
逮
捕

１
―
武
蔵
野
市
で
福
祉
公
社
発
足
。

▽
国
土
庁
、
国
土
法
施
行
以
来
初
の

遊
休
土
地
総
点
検
。
七
五
二
h
a
放
置

2
―
県
労
働
部
の
県
内
民
間
会
社
定

年
制
調
査
に
よ
る
と
、
六
〇
歳
以
上

三
八
・
六
％
。
▽
建
設
省
、
全
国
一

級
河
川
水
質
現
状
発
表
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
ワ

ー
ス
ト
一
位
大
和
川
、
二
位
綾
瀬
川

鶴
見
川
。
４
―
柏
崎
原
発
公
開
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
、
反
対
派
六
千
人
が
抗
議
。

▽
厚
生
省
、
条
文
か
ら
差
別
用
語
を

追
放
、
９
―
横
須
賀
市
長
、
都
市
づ

く
り
基
本
構
想
・
同
計
画
案
発
表
。

1
0
―
会
計
検
査
院
、
五
十
四
年
度
決

算
検
査
報
告
。
五
、
七
二
五
億
六
、

六
〇
〇
万
円
が
不
適
正
。
1
2
―
鎌
倉

市
の
退
職
金
引
き
下
げ
案
、
市
会
常

任
委
で
可
決
。
▽
最
高
裁
、
免
田
事

件
の
検
察
抗
告
を
棄
却
。
死
刑
囚
で
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二
番
目
。
▽
横
浜
人
形
の
家
、
初
の
主
催
事
業

1
7
―
市
会
本
会
議
、
水
道
・
バ
ス
・
地
下
鉄
料

金
修
正
、
市
大
授
業
料
原
案
通
り
値
上
げ
可
決

1
8
―
磯
子
区
役
所
に
、
磯
子
区
録
音
文
庫
設
置

1
9
―
横
浜
駅
東
口
出
島
地
区
開
発
の
事
業
主
体

に
な
る
「
横
浜
新
都
市
セ
ン
タ
ー
㈱
」
創
立
総

会
。
社
長
に
片
桐
典
徳
京
急
社
長
が
就
任
。
▽

鶴
見
区
長
ら
、
鶴
見
川
改
修
予
算
増
額
を
建
設
・

大
蔵
大
臣
に
陳
情

2
0
―
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー
屋
外
施
設
オ
ー
プ
ン

2
3
―
港
北
区
の
住
民
、
深
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
装
置

使
用
禁
止
を
求
め
る
仮
処
分
を
地
裁
に
申
請

2
5
―
知
事
と
川
崎
・
横
浜
両
市
長
に
よ
る
第
六

回
三
首
長
懇
談
会
開
催
。
地
震
対
策
、
障
害
者

対
策
、
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
討
議

2
6
―
横
浜
地
検
、
五
十
二
年
九
月
の
緑
区
米
軍

機
墜
落
事
故
に
つ
い
て
不
起
訴
決
定

2
8
―
中
区
野
毛
の
飲
食
街
、
柳
通
り
の
街
路
整

備
工
事
完
成

3
1
―
緑
区
郷
土
史
研
究
会
、
遺
跡
分
布
図
入
り

の
「
都
筑
文
化
」
発
刊

９
―
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に
米
軍
艦
入
港
、
海
兵
隊

員
が
市
中
心
部
に
上
陸
。
▽
み
な
と
経
済
振
興

懇
談
会
第
三
回
テ
ー
マ
別
懇
談
会
、
「
こ
れ
か

ら
の
横
浜
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
（
基
軸
産
業
）
」

1
0
―
海
外
帰
国
子
女
の
教
育
問
題
に
対
し
て
、

市
教
委
、
中
区
本
町
小
で
「
教
育
相
談
コ
ー
ナ

ー
」
開
設
。
▽
南
区
の
横
浜
国
大
跡
地
に
「
清

初
の
再
審
開
始
確
定
。
▽
米
価
審
議

会
、
消
費
者
米
価
三
・
一
五
％
、
麦

価
五
・
六
％
値
上
げ
答
申
。
1
5
―
住

宅
公
団
新
規
契
約
戸
数
百
万
戸
突
破

1
6
―
港
湾
審
議
会
、
外
貿
埠
頭
公
団

を
四
港
湾
管
理
者
設
立
の
財
団
法
人

へ
移
管
す
る
の
が
適
当
と
運
輸
相
へ

答
申
。
1
7
―
川
崎
市
会
行
政
区
画
調

査
特
別
委
、
分
区
案
を
継
続
審
査
。

▽
青
森
県
黒
石
市
議
会
、
市
職
貝
給

与
条
例
改
正
案
否
決
。
1
9
―
国
勢
調

査
結
果
速
報
に
よ
る
と
、
総
人
口
一

億
一
、
七
〇
五
万
七
、
四
八
五
人
。

▽
県
八
〇
年
代
自
治
監
査
の
あ
り
方

懇
話
会
よ
り
提
言
。
2
1
―
全
国
の
交

通
事
故
死
亡
者
数
昨
年
を
突
破
、
一

〇
年
連
続
死
者
減
な
ら
ず
。
2
2
―
全

国
知
事
会
、
機
関
委
任
事
務
の
整
理

合
理
化
に
つ
い
て
提
言
。
2
3
―
東
京

高
裁
、
衆
院
選
の
議
員
定
数
に
つ
い

て
議
貝
一
人
当
た
り
人
口
二
対
一
を

超
え
る
格
差
違
憲
判
決
。
2
9
―
五
十

六
年
度
予
算
政
府
案
決
定

４
―
厚
生
省
「
日
本
人
の
心
の
健
康

調
査
」
に
よ
る
と
、
不
満
解
消
方
法

と
し
て
毎
日
酒
を
飲
む
人
一
九
・
七

％
。
５
―
自
治
省
、
五
十
四
年
度
全

国
人
口
動
態
調
査
発
表
。
社
会
増
は

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
の
順
、
社
会

減
は
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
の
順
。
９

―
九
州
の
大
手
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ー
ド

と
九
州
ダ
イ
エ
ー
合
併
覚
書
調
印
。

水
ケ
丘
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
オ
ー
プ
ン

1
1
―
消
防
局
、
一
一
年
ぶ
り
に
統
一
出
初
め
式

を
大
黒
ふ
頭
で
実
施
。
五
千
人
参
加

1
2
―
横
浜
市
文
化
問
題
懇
談
会
、
一
〇
回
目
の

会
合
で
文
化
行
政
担
当
部
局
の
設
置
、
文
化
基

本
構
想
策
定
と
文
化
振
興
条
例
制
定
等
提
言

1
4
―
道
路
局
職
員
二
人
、
勤
務
時
間
中
の
公
用

車
に
よ
る
馬
券
買
い
で
戒
告
処
分

1
7
―
海
外
帰
国
子
女
の
教
育
問
題
に
対
し
て
市

教
委
、
中
区
本
町
小
で
日
本
語
回
復
教
室
開
設

1
8
―
緑
区
奈
良
町
で
、
玉
川
学
園
周
辺
地
区
自

治
会
連
絡
協
議
会
（
十
二
月
結
成
）
主
催
の
、

谷
戸
埋
め
立
て
建
て
売
り
住
宅
建
設
計
画
反
対

住
民
集
会
開
く
。
対
策
委
員
会
結
成

2
2
―
消
防
局
「
五
十
五
年
火
災
概
況
」
に
よ
る

と
、
火
災
原
因
一
位
火
遊
び
、
二
位
放
火

2
4
―
中
国
上
海
市
曲
技
団
横
浜
公
演
始
ま
る

(
～
2
/
2
)
。
曲
芸
パ
ン
ダ
、
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ
登
場

2
6
1
市
教
委
の
五
十
五
年
度
学
校
教
員
統
計
調

査
に
よ
る
と
。
教
員
総
数
一
万
五
、
０
二
六
人
。

女
子
教
員
比
率
は
小
学
校
で
六
七
・
三
％

2
8
―
緑
区
奈
良
町
の
住
宅
建
設
計
画
に
反
対
し

て
い
る
住
民
が
、
知
事
と
市
開
発
審
査
会
に
、

開
発
行
為
と
宅
地
造
成
工
事
の
許
可
取
り
消
し

を
求
め
る
審
査
請
求
起
こ
す

2
9
―
横
浜
税
関
の
五
十
五
年
横
浜
港
の
貿
易
概

況
に
よ
る
と
、
輸
出
額
全
国
比
二
一
・
六
％
で

一
位
、
輸
入
額
八
・
四
％
で
二
位
。
▽
横
浜
駅

西
口
周
辺
地
区
整
備
協
議
会
設
立

3
1
―
横
須
賀
線
保
土
ヶ
谷
新
駅
舎
落
成
式

▽
郵
便
貯
金
六
〇
兆
円
突
破
。
1
1
―

行
管
庁
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
研
究

会
設
置
決
定
。
▽
川
上
千
葉
県
知
事

七
年
前
業
者
か
ら
念
書
か
わ
し
五
千

万
円
受
領
し
た
こ
と
が
判
明
。
1
4
―

総
理
府
「
青
少
年
と
大
人
の
価
値
感

態
度
比
較
調
査
」
に
よ
る
と
、
青
少

年
「
大
人
は
権
力
に
弱
い
」
七
四
・

五
％
、
大
人
「
青
少
年
は
権
利
ば
か

り
主
張
」
六
〇
・
九
％
。
1
7
―
厚
生

省
、
五
十
五
年
厚
生
行
政
基
礎
調
査

結
果
発
表
、
一
世
帯
三
・
二
八
人
。

一
人
暮
ら
し
六
四
一
万
二
千
世
帯
。

2
0
―
川
崎
市
会
行
政
区
画
特
別
委
、

分
区
線
引
き
条
例
案
可
決
。
▽
米
人

質
イ
ラ
ン
出
国
。
2
1
―
五
十
五
年
国

際
収
支
発
表
。
経
常
収
支
一
〇
八
億

二
、
九
〇
〇
万
$
赤
字
。
過
去
最
高

▽
川
崎
市
長
、
「
漫
画
・
写
真
・
映

像
文
化
セ
ン
タ
ー
」
建
設
発
表
。
2
4

1
厚
生
省
の
国
民
生
活
実
態
調
査
に

よ
る
と
、
五
十
四
年
年
間
一
世
帯
平

均
所
得
は
三
七
七
万
六
千
円
。
現
在

の
暮
ら
し
「
苦
し
い
」
四
九
・
二
％

2
5
―
林
彪
・
四
人
組
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
判
決
公
判
。
江
青
・
張
春
橋
に

死
刑
、
執
行
猶
予
二
年
付
き
。
2
6
―

都
中
野
区
教
育
委
員
準
公
選
告
示
。

2
7
―
名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
招
致
委

員
会
設
立
総
会
。
2
8
―
東
京
電
力
、

川
崎
市
の
新
火
力
発
電
所
建
設
に
向

け
、
環
境
影
響
評
価
報
告
書
を
市
長

に
提
出
。
2
9
―
小
ｍ
原
市
長
選
告
示

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日
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